
（法第２８条第１項関係）  
  
 

平成２１年度 特定非営利活動に係る事業報告書 
 

平成２１年１０月１日から平成２２年９月３０日まで 

 
 

特定非営利活動法人Ｊキャンプ  
  １ 事業の成果 

 これまでの継続事業としての車椅子バスケットボール指導キャンプを「ベーシック」と位置づけ、そ
れに対して「ビギナーズ」とした新規事業を実施。これからまさに車椅子バスケを始めたいという全く
の初心者の方、あるいは障害が重度であるがゆえに始めにくい方々等を対象とし、6ヶ月間のカリキュ
ラムを提供した。会場である茨城のリハビリテーション病院などとの連携により、障害を負って間もな
い方、ジュニア世代の方々に、遠くは千葉からも参加していただき、好評を得た。 
 また、「ミニキャンプ」と称して地方のチームに出向いて指導をする出張講座を開始。日ごろなかな
か指導者に恵まれない地域の方々に、より高い質のプログラムを提供することができた。 
 その他普及振興事業としては、元オリンピック選手やプロバスケットボールチームとのコラボレーシ
ョン等により、一般の方々への理解啓発を行うことができた。 
情報の収集・調査・提供事業として、アメリカ・イリノイ大学で開催されたコーチングクリニックへ

２名を派遣し、世界レベルでの車椅子バスケットボールの情報収集と研修を行い、帰国後伝達研修を行
うことで知識が属人的なものとならぬよう、かつこれが継続的なものとなるよう研修体制の構築にも努
めた。 
特筆すべきことは、車椅子バスケットボール競技統括団体である日本車椅子バスケットボール連盟か

らの委託により、車椅子バスケットボールの海外関係者との連絡調整業務を行ったことである。任意団
体を含めておよそ10年で培った国際的なネットワークや語学力を生かし、国際的な業務に貢献できる場
を与えられるような信頼を得ることができたことは法人として大きなステップとなったことは間違いな
い。 

 
２ 事業の実施に関する事項 
 

   

事業名 事 業 内 容 実 施 

日 時 

実 施 

場 所 

従事者 

の人数 

受益対象

者の範囲

及び人 数 

支出額 

（千円） 

車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞ

ｰﾙの普及・振興

事業（Jｷｬﾝﾌﾟ） 

車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 
ｷｬﾝﾌﾟ(ﾍﾞｰｼｯｸ)の開催 

8月6日～8日 茨城県立医療
大学 

20人 100人 4,469 

その他車椅子ﾊﾞ
ｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙの普
及・振興事業 

車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 
ｷｬﾝﾌﾟ(ﾋﾞｷﾞﾅｰ)の開催 

4月～9月（毎週 
土曜日） 

茨城県立医療
大学 

10人 20人 

363 

車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙｷｬﾝ
ﾌﾟ(ﾐﾆ)の開催 

8月25日 静岡県総合福
祉会館 

1人 20人 

車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ体験
教室の開催（協力） 

11月28日、 
5月28日 

八王子市立楢
原中学校、味
の素ﾅｼｮﾅﾙﾄﾚｰﾆ
ﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

10人 100人 

車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ指導
者勉強会 

通年（毎週金曜日
20時から22時） 

茨城県立医療
大学他 

５人 述べ50人 

車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞ
ｰﾙ関連情報の収
集・調査・提供
事業 

車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙに関
する情報を集め、調査
研究し、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにて
提供。 

通年 法人事務所 
 
 

５人 500人 50 

車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙコー
チングクリニックへの
指導者派遣、伝達研修 

6 月 17 日 ～ 24 日

（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽｺｰｽ） 

アメリカ・イ
リノイ大学 

２人 30人 451 

その他事業 国際関係連絡調整事業
受託（日本車椅子ﾊﾞｽｹ
ｯﾄﾎﾞｰﾙ連盟） 

通年 法人事務所他 5人 1000人 5 

  


